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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無機化合物層との接着性を向上したハードコー
ト層を有するハードコートフィルムで、特に、経時での
変化が少なく、接着性が良好に維持されるハードコート
フィルムの提供。
【解決手段】ハードコート層２０は反応性を有するよう
に修飾された粒子２１とバインダー樹脂２２とを含み、
前記粒子の含有量が前記バインダー樹脂固形分の１００
重量部に対して１～６０重量部であり、粒子の径が１～
１００ｎｍである、ハードコート層を、支持体１０上に
有するハードコートフィルム１。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無機化合物層を接着するためのハードコート層を有するハードコートフィルムであって
、
　前記ハードコート層は反応性を有するように修飾された粒子とバインダー樹脂とを含み
、
　前記粒子の含有量が前記バインダー樹脂固形分の１００重量部に対して１重量部以上６
０重量部以下であることを特徴とするハードコートフィルム。
【請求項２】
　請求項１に記載のハードコートフィルムであって、
　前記粒子の平均粒子径が１００ｎｍ以上１０００ｎｍ以下であることを特徴とするハー
ドコートフィルム。
【請求項３】
請求項１または２に記載のハードコートフィルムであって、
　前記粒子が一次粒子の凝集体として二次粒子を構成する場合、前記一次粒子の径が１ｎ
ｍ以上１００ｎｍ以下であることを特徴とするハードコートフィルム。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一つに記載のハードコートフィルムであって、
　前記粒子が、シリカ、アルミナ、チタン、ジルコニア、炭酸カルシウム、炭酸マグネシ
ウム、硫酸バリウム、またはこれらの２以上の組み合わせであることを特徴とするハード
コートフィルム。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一つに記載のハードコートフィルムであって、
　前記粒子が、アクリロイル基、水酸基、カルボキシル基、アミノ基、エポキシ基、イソ
シアネート基、またはこれらの官能基の２以上の組み合わせを有することを特徴とするハ
ードコートフィルム。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一つに記載のハードコートフィルムであって、
　ＪＩＳ－Ｋ５６００－５－１（１９９９）に準拠した円筒形マンドレル法で測定した前
記ハードコート層の耐屈曲試験の値が６ｍｍ以下であることを特徴とするハードコートフ
ィルム。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一つに記載のハードコートフィルムであって、
　前記フィルムに無機化合物層を積層し、煮沸処理した後の砂時計クロスカット剥離試験
で、無機化合物層がハードコート層から部分的にしか剥がれていないまたはそれより良好
であることを特徴とするハードコートフィルム。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一つに記載のハードコートフィルムであって、
　前記無機化合物層が光学調整層またはガスバリア層であることを特徴とするハードコー
トフィルム。
【請求項９】
　請求項１から７のいずれか一つに記載のハードコートフィルムであって、
　前記無機化合物がＳｉＯ２またはＮｂ２Ｏｘ（但し４≦ｘ≦５）であることを特徴とす
るハードコートフィルム。
【請求項１０】
　請求項１から７のいずれか一つに記載のハードコートフィルムであって、
　前記無機化合物層が単層または多層で構成されることを特徴とするハードコートフィル
ム。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか一つに記載のハードコートフィルムを用いた透明導電性フ
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ィルム。
【請求項１２】
　請求項１から１０のいずれか一つに記載のハードコートフィルムを使用したタッチパネ
ル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電極フィルム、ガスバリアフィルム等に好適な、無機化合物層を接着するた
めのハードコート層を有するハードコートフィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチパネルに用いる電極フィルムは、透明基材の表面に積層されたハードコート層上
にスパッタリング法によりＩＴＯ（スズドープ酸化インジウム）を成膜し、ＩＴＯ膜にエ
ッチングにより電極パターンを形成することにより作成される。
　特許文献１は、ハードコート層にＩＴＯのような透明導電層を形成した場合に、これら
の層が良好な接着性を有するハードコートフィルムの技術を開示している。
　ところが、ハードコート層にＩＴＯを成膜した電極フィルムでは、ＩＴＯ膜が存在する
部分とＩＴＯが除去された部分とに光学特性（透過率、色相、反射率など）の差が生じ、
電極パターンが見えてしまう現象が発生し、見栄えが悪くなる。そのため、近年、電極フ
ィルムは、光学特性を調整する光学調整層をハードコート層とＩＴＯ膜との間に配置する
構成をとるようになった。これにより、ＩＴＯ膜が存在する部分における光学特性と、Ｉ
ＴＯ膜が除去され光学調整層が露出した部分における光学特性との差が小さくなり電極パ
ターンが目立たなくなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１８３１６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のようにハードコート層とＩＴＯ膜との間に光学調整層を有する電極フィルムでは
、ハードコート層の上に光学調整層をスパッタリング法により成膜するため、光学調整層
との接着性がよいハードコート層を有するフィルムが必要である。特に、電極フィルムの
信頼性を高めるために、経時での変化が少なく、光学調整層との接着性が良好に維持され
ることが望まれる。
【０００５】
　特許文献１は、ハードコート層に所定の疎水化シリカゲルおよび特定のレベリング剤を
配合することにより、ハードコート層とＩＴＯとの良好な接着性に関して開示しているが
、光学調整層との接着性に関しては開示も示唆もしていない。
【０００６】
　そこで、本発明は、無機化合物層との接着性を向上したハードコート層を有するハード
コートフィルム（以下、「ハードコートフィルム」）の提供を目的とする。特に、経時で
の変化が少なく、接着性が良好に維持されるハードコートフィルムの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のハードコートフィルムは、ハードコート層上に無機化合物層が接着される。ハ
ードコート層は反応性を有するように修飾された粒子とバインダー樹脂とを含み、前記粒
子の含有量が前記バインダー樹脂固形分の１００重量部に対して１重量部以上６０重量部
以下である。
【０００８】
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　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、前記粒子の平均粒子径が１００ｎ
ｍ以上１０００ｎｍ以下である。
【０００９】
　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、前記粒子が一次粒子の凝集体とし
て二次粒子を構成する場合、前記一次粒子の径が１ｎｍ以上１００ｎｍ以下である。
【００１０】
　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、前記粒子が、シリカ、アルミナ、
チタン、ジルコニア、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、硫酸バリウム、またはこれら
の２以上の組み合わせである。
【００１１】
　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、前記粒子が、アクリロイル基、水
酸基、カルボキシル基、アミノ基、エポキシ基、イソシアネート基、またはこれらの官能
基の２以上の組み合わせを有する。
【００１２】
　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、ＪＩＳ－Ｋ５６００－５－１（１
９９９）に準拠した円筒形マンドレル法で測定した前記ハードコート層の耐屈曲試験の値
が６ｍｍ以下である。
【００１３】
　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、前記フィルムに無機化合物層を積
層し、煮沸処理した後の砂時計クロスカット剥離試験で、無機化合物層がハードコート層
から部分的にしか剥がれていないまたはそれより良好である。
【００１４】
　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、前記無機化合物層が光学調整層ま
たはガスバリア層である。
【００１５】
　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、前記無機化合物がＳｉＯ２または
Ｎｂ２Ｏｘ（但し４≦ｘ≦５）である。
【００１６】
　また、本発明のハードコートフィルムは、好適には、前記無機化合物層が単層または多
層で構成される。
【００１７】
　また、本発明の透明導電性フィルムは、上述した本発明のハードコートフィルムを用い
たことを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明のタッチパネルは、上述した本発明のハードコートフィルムを使用したこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、無機化合物層とハードコート層との接着性が向上できる。特に、経時
での変化が少なく、接着性が良好に維持される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】（ａ）本発明のハードコートフィルムの実施形態の一例を示す断面図、（ｂ）本
発明のハードコートフィルムの実施形態の他の例を示す断面図、（ｃ）本発明のハードコ
ートフィルムの実施形態の他の例を示す断面図
【図２】無機化合物層が積層されたハードコートフィルムの一例を示す断面図
【図３】砂時計クロスカット剥離試験における切込みの形状を説明する上面図
【図４】(ａ)本発明のハードコートフィルムが適用された透明導電性フィルムの一例を示
す断面図、（ｂ）透明導電膜がエッチング処理された（ａ）の透明導電性フィルムの断面
構造および透明導電性フィルムの反射した光を説明する図
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【図５】(ａ)ＳｉＯ２膜がハードコート層上に積層された本発明のハードコートフィルム
の断面図、（ｂ）Ｎｂ２Ｏｘ（但し４≦ｘ≦５）膜およびＳｉＯ２膜がこの順でハードコ
ート層上に積層された本発明のハードコートフィルムの断面図
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図１から５を参照して、本発明の、無機化合物層４０を接着するためのハードコ
ートフィルム１の実施の形態について説明する。なお、無機化合物層４０は、無機化合物
を有する層であれば、無機化合物を含む層の場合でも、無機化合物それ自体の層の場合で
もよい。
【００２２】
　本発明のハードコートフィルム１は、ハードコート層２０を有し、ハードコート層２０
が反応性を有するように修飾された粒子（反応性修飾粒子）２１とバインダー樹脂２２と
を含み、反応性修飾粒子２１の含有量がバインダー樹脂２２の１００重量部に対して１重
量部以上６０重量部以下であることを特徴とする。
【００２３】
　本発明の実施形態は、基本的な構成として、図１(ａ)に示すように、支持体１０と支持
体１０の上に形成されたハードコート層２０とを備える。ハードコートフィルム１は、図
１(ａ)に示すものだけでなく、ハードコート層単層のフィルム（図１（ｂ））であっても
よいし、支持体１０の、ハードコート層２０が形成された面とは反対側の面にバックコー
ト層（図１（ｃ））を備えていてもよい。
【００２４】
　このようなハードコートフィルム１は、図２に示すように、無機化合物層４０がハード
コート層２０上に積層される。この時、ハードコート層２０は無機化合物層４０に対して
優れた接着性を有する。
【００２５】
　まず、ハードコート層２０を構成する反応性修飾粒子２１とバインダー樹脂２２とにつ
いて説明する。
【００２６】
　バインダー樹脂２２は、後述する反応性修飾粒子２１のバインダーとしての機能を有す
る。バインダー樹脂２２は反応性官能基を有することが望ましい。その場合、反応性修飾
粒子２１の反応性官能基と結合し、反応性修飾粒子２１の脱落を効果的に防止する事が出
来る。バインダー樹脂２２の反応性官能基としては、アクリロイル基、水酸基、カルボキ
シル基、アミノ基、エポキシ基、イソシアネート基等が挙げられる。
【００２７】
　バインダー樹脂２２としては、電離放射線硬化性樹脂、熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂等
の樹脂を単独又は２以上組み合わせる事ができ、目的に応じて使い分ける事ができる。中
でもより優れた硬度が必要な場合は電離放射線硬化樹脂を使用することが好ましい。
【００２８】
　電離放射線硬化性樹脂としては、電離放射線（紫外線または電子線）の照射により架橋
硬化することができる樹脂を挙げることができ、例えば、１分子中に１又は２個以上の（
メタ）アクリロイル基を有するアクリル樹脂が特に好ましく使用される。このアクリル系
化合物としては、ウレタン（メタ）アクリレート、ポリエステル（メタ）アクリレート、
エポキシ（メタ）アクリレート、メラミン（メタ）アクリレート、ポリフルオロアルキル
（メタ）アクリレート、シリコーン（メタ）アクリレート等を挙げることができる。
【００２９】
　熱硬化性樹脂としては、例えば、ポリエステルアクリレート系樹脂、ポリウレタンアク
リレート系樹脂、エポキシアクリレート系樹脂、エポキシ系樹脂、メラミン系樹脂、フェ
ノール系樹脂、シリコーン系樹脂などが挙げられる。
【００３０】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂、ポリカーボネ
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ート系樹脂、セルロース系樹脂、アセタール系樹脂、ビニル系樹脂、ポリエチレン系樹脂
、ポリスチレン系樹脂、ポリプロピレン系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリイミド系樹脂、
フッ素系樹脂などが挙げられる。
【００３１】
　また、バインダー樹脂２２は、高分子量樹脂を一定量含むことが、より好ましい。高分
子量樹脂と後述する反応性修飾粒子２１とを組み合わせることで、ハードコート層２０に
、硬度を損なうことなく、ある程度の柔軟性を付与することができ、ハードコート層２０
に対する無機化合物層４０のアンカー効果が高まる。これにより、ハードコート層２０と
無機化合物層４０の接着性がより向上する。
　高分子量樹脂とは、重量平均分子量（Mw）が１００００以上の樹脂であり、好ましくは
１００００～１５００００、より好ましくは３００００～１０００００である。
　高分子量樹脂としては、電離放射線硬化性樹脂、熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂等の樹脂
を単独又は２以上を組み合わせる事ができる。電離放射線硬化性樹脂、熱硬化性樹脂、熱
可塑性樹脂の例としては、バインダー樹脂２２の電離放射線硬化性樹脂、熱硬化性樹脂、
熱可塑性樹脂の例として上記に列挙したものと同様である。
　含有量としては、バインダー樹脂２２（固形分）１００重量部に対して、１重量部以上
５０重量部以下、より好ましくは５重量部以上４０重量部以下である。なお、バインダー
樹脂２２が高分子量樹脂を含む場合、「バインダー樹脂２２（固形分）」とは、高分子量
樹脂を含んだバインダー樹脂２２全体の固形分をいう。
【００３２】
　反応性修飾粒子２１は、ハードコート層２０の無機化合物層４０に対する接着性の向上
、及び経時での接着性の維持に寄与する。
　反応性修飾粒子２１は、無機系粒子の表面を修飾処理することにより、無機系粒子の表
面に反応性官能基が付与された粒子である。反応性官能基はバインダー樹脂２２の反応性
官能基と結合することにより、反応性修飾粒子２１のハードコート層２０からの脱落を防
止する。また、反応性官能基を有することにより高温多湿状態でも無機化合物層との接着
性を維持することが出来ると推察される。
　無機系粒子の一例として、シリカ、アルミナ、チタン、ジルコニア、炭酸カルシウム、
炭酸マグネシウム、硫酸バリウム等があげられ、これら無機系粒子を単独又は２以上組み
合わせて使用することが出来る。反応性官能基としては、例えばアクリロイル基、水酸基
、カルボキシル基、アミノ基、エポキシ基、イソシアネート基等を例示することができ、
単独およびこれらの反応性官能基の２以上を組み合わせて使用することが出来る。
【００３３】
　反応性修飾粒子２１の含有量は、無機化合物層４０への接着性を発揮させるために、反
応性修飾粒子２１の下限値がバインダー樹脂２２（固形分）の１００重量部に対して１重
量部以上、好ましくは３重量部以上、より好ましくは５重量部以上、もっとも好ましくは
１０重量部以上である。一方、反応性修飾粒子２１の上限値は特に決まっていないが、バ
インダー樹脂２２（固形分）の１００重量部に対して６０重量部以下、好ましくは４０重
量部以下、より好ましくは３０重量部以下である。
　反応性修飾粒子２１の含有量が上述した範囲より少ない場合は、無機化合物層４０との
接着性が弱くなりやすい。一方、上述した範囲より多い場合は、透明性を保つことが困難
となり好ましくない。
【００３４】
　反応性修飾粒子２１は、所定の大きさであれば、一次粒子でも凝集体である二次粒子で
あってもかまわないが、より接着性を得る為には、二次粒子の方が好ましい。一次粒子の
凝集体である二次粒子を反応性修飾粒子２１として使用した場合、単に同等の大きさの一
次粒子を使用した場合よりも、接着性が向上する理由については、はっきりとしていない
が、表面に突出した粒子の無機化合物層４０との接触面積が増える為ではないかと考えら
れる。
　反応性修飾粒子２１の平均粒子径（一次粒子又は一次粒子からなる凝集体としての二次
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粒子を含む）は、ハードコート層２０の厚みによって異なるため、一概には言えないが、
下限値が１００ｎｍ以上、好ましくは、１１０ｎｍ以上、より好ましくは、１３０ｎｍ以
上である。また上限値が、１０００ｎｍ以下、好ましくは、８００ｎｍ以下、より好まし
くは、６００ｎｍ以下である。さらに上記の内、反応性修飾粒子２１が一次粒子の凝集体
としての二次粒子で構成される場合、その二次粒子の構成物である一次粒子の平均粒子径
は、下限値が１ｎｍ以上、好ましくは、２０ｎｍ以上、より好ましくは、３０ｎｍ以上で
ある。また上限値が、１００ｎｍ以下、好ましくは、８０ｎｍ以下、より好ましくは、６
０ｎｍ以下である。
　反応性修飾粒子２１の平均粒子径あるいは反応性修飾粒子２１が二次粒子で構成される
場合は一次粒子の平均粒子径を上述した下限値以上とすることにより、無機化合物層４０
に対する接着性を得ることができる。一方、これらの平均粒子径をそれぞれ上述した上限
値以下とすることにより、透明用途に使用できる光透過性を得ることができる。
　なお、粒子の平均粒子径はレーザー回析・散乱法により測定できる体積平均粒子径（Ｄ
５０）の値を指す。
【００３５】
　ハードコート層２０中には、さらに硬化方法に応じて、光開始剤、硬化剤等を含んでい
てもよい。
　光開始剤としては、アセトフェノン類、ベンゾフェノン類、ミヒラーケトン、ベンゾイ
ン、ベンジルメチルケタール、ベンゾイルベンゾエート、α－アシルオキシムエステル、
チオキサンソン類などの光ラジカル重合開始剤や、オニウム塩類、スルホン酸エステル、
有機金属錯体などの光カチオン重合開始剤が挙げられる。
　また、硬化剤としては、ポリイソシアネート、アミノ樹脂、エポキシ樹脂、カルボン酸
などの化合物を、適合する樹脂に合わせて適宜使用することができる。
【００３６】
　ハードコート層２０中には、性能を阻害しない範囲内で、上述したバインダー樹脂、高
分子樹脂、反応性修飾粒子、光開始剤、硬化剤の他に、帯電防止剤、分散剤、凝集剤、紫
外線吸収剤、酸化防止剤、レベリング剤などの添加剤をさらに含んでいてもよい。
【００３７】
　ハードコート層２０の厚み（図１（ａ）のＬ参照）は、ハードコートフィルム１が支持
体１０を備える場合は、０．１～１０．０μｍ、好ましくは０．５～５．０μｍ、より好
ましくは１．０～３．０μｍである。また、ハードコートフィルム１が支持体１０に加え
てバックコート層３０も備える場合は、０．１～１０．０μｍ、好ましくは１．０～５．
０μｍ、より好ましくは１．０～３．０μｍである。このような厚みを有することにより
、ハードコート層２０と無機化合物層４０との接着性が改善する。
　なお、ハードコート層単層の場合は、その厚みが０．１～１０．０μｍ、好ましくは０
．５～５．０μｍ、より好ましくは１．０～３．０μｍである。厚みを０．１μ以上とす
ることにより、無機化合物層４０との接着性を有しながら、塗膜強度を十分なものとし、
また、ハンドリング性を良好なものとする。
　ハードコート層２０の厚みは反射分光膜厚計（大塚電子　ＦＥ－３００）を用いて測定
される。
【００３８】
　次に、ハードコートフィルム１が支持体１０を有する場合の支持体１０について説明す
る。支持体１０は光学的透明性の高いプラスチックフィルムであれば特に制限されること
なく使用することができる。例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフ
タレート、ポリエチレンナフタレート、ポリカーボネート、ポリシクロオレフィン、ポリ
エチレン、ポリカーボネート、ポリプロピレン、ポリスチレン、トリアセチルセルロース
、アクリル、ポリ塩化ビニル、ノルボルネン化合物等が使用できる。このうち、延伸加工
、特に二軸延伸加工されたポリエチレンテレフタレートフィルムが、機械的強度や寸法安
定性に優れる点で好ましい。また、ハードコート層２０との接着性を向上させるために、
表面にコロナ放電処理を施したり、易接着層を設けたものも好適に用いられる。なお、支
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持体１０の厚みは、通常６～２５０μ程度であることが好ましく、より好ましくは２３～
１８８μｍ程度である。
　支持体１０は、光透過性あることが好ましく、具体的には、全光線透過率（ＪＩＳＫ７
１３６）として８５％以上、好適には９０％以上である。
【００３９】
　また、ハードコートフィルム１は、上述のように、支持体１０のハードコート層２０と
は反対の面にバックコート層３０（図１（ｃ））をさらに備えても良い。
　その場合、バックコート層３０は特に限定されないが、ハードコート層、粘着層、帯電
防止層等から選ぶ事ができ、また上述のハードコート層２０を備えても良い。
【００４０】
　ハードコートフィルム１の作製方法は特に限定されないが、例えば、支持体１０を有す
る場合、上述したハードコート層２０の材料を適当な溶媒に溶解または分散させたハード
コート層用塗布液を、バーコーティングのような公知の方法で支持体上に塗布し、乾燥し
、必要に応じて紫外線照射して、作製できる。また、あらかじめ支持体１０上に離型層を
形成しておくことで、ハードコート層２０を支持体１０上に形成したのち、当該支持体１
０を剥離除去することで、ハードコート層単層からなるフィルムとすることができる。ま
た、バックコート層３０を有するハードコートフィルム１の場合は、ハードコート層２０
を備えた支持体１０のハードコート層２０とは反対側の面に、適当な溶媒に溶解または分
散させたバックコート層用塗布液上を、バーコーティングのような公知の方法で塗布し、
乾燥し、必要に応じて紫外線照射して、作製できる。
【００４１】
　次に、ハードコート層２０の特性について説明する。ハードコート層２０が備えるべき
特性は、接着性および柔軟性である。
【００４２】
　まず、接着性は、例えば、無機化合物層を積層して何も処理していない状態（以下、「
初期接着性試験」という）と促進耐候性試験である煮沸処理を行った後の状態（以下、「
煮沸後接着性試験」という）の２種類の状態で砂時計クロスカット剥離試験を行い、その
結果によって優劣の判定を行い評価することができる。砂時計クロスカット剥離試験は、
後述するように、無機化合物層４０の表面を砂時計のような形状にクロスカットして剥離
を行うため、碁盤目状にクロスカットするよりも過酷な条件下で接着性の優劣が評価でき
る。
【００４３】
　ここで、初期接着性試験方法（砂時計クロスカット剥離試験方法）は、次の通りである
。
【００４４】
　ハードコートフィルム１に無機化合物（例えば、ＳｉＯ２、Ｎｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ
≦５）等）をスパッタし、厚み約２００ｎｍの無機化合物層４０を成膜した試験片を作製
する（試験片作製工程）。
【００４５】
　次いで、図３に示すように、線分ＤＤ´および線分ＥＥ´が平行であって、これらの線
分の間の幅が２ｃｍになるように、無機化合物層４０の表面に切れ込みを入れる。次に、
線分ＦＦ´および線分ＧＧ´が互いに交差し、線分ＦＦ´およびＧＧ´の一端部がそれぞ
れ線分ＤＤ´に交わり、線分ＦＦ´およびＧＧ´の他端部がそれぞれ線分ＥＥ´に交わる
ように、無機化合物層４０の表面に切れ込みを入れる。この時、線分ＤＤ´、ＥＥ´、Ｆ
Ｆ´およびＧＧ´により形成される二つの三角形ＡＢＣおよびＡＢ´Ｃ´が、頂角３０度
かつ高さ１ｃｍの二等辺三角形となるように切れ込みを入れる。ここで、線分ＦＦ´およ
び線分ＧＧ´が交差する点を頂点Ａとし、線分ＤＤ´上の線分ＧＧ´および線分ＦＦ´の
交点をそれぞれ点Ｂと点Ｃとし、線分ＥＥ´上の線分ＧＧ´および線分ＦＦ´の交点をそ
れぞれ点Ｂ´と点Ｃ´とする（切り込み工程）。
【００４６】
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　切り込みを入れた二つの二等辺三角形を覆うように、粘着テープ（ニチバン社製、セロ
テープ（登録商標））を接着させ、接着した粘着テープを所定の角度および速さで引き離
す（１回目の剥離）。ついで、１回目剥離後の試験片に、新しく用意した粘着テープを用
いて、１回目の剥離を行った同一場所にて、再度同様に剥離試験を行う（２回目の剥離）
。なお、上述した切り込みの仕方および連続して同一場所に２回の剥離を行う以外はＪＩ
ＳＫ５６００－５－６に規定されているクロスカット法に準拠して行う（剥離工程）。
【００４７】
　初期接着性試験方法に従って試験して、本発明においては、ハードコート層の接着性は
、２回目の剥離において、無機化合物層４０がハードコート層２０から全く剥がれていな
いものが好ましい。このような接着性を有することにより、無機化合物層４０への経時で
の接着性が向上する。
【００４８】
　また、煮沸後接着性試験方法は、上記に説明した初期接着性試験方法における試験片作
製工程後、切り込み工程前に、試験片作製工程で得られた試験片を所定の時間にて純水を
用いて煮沸処理する工程（煮沸処理工程）を有する点が初期接着性試験方法と異なる。
　なお、煮沸処理工程は、無機化合物層４０がＳｉＯ２の場合は６時間煮沸する。また、
無機化合物層４０がＮｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ≦５）の場合は１時間煮沸する。
【００４９】
　煮沸後接着性試験方法に従って試験して、本発明においては、ハードコート層の接着性
は、１回目または２回目の剥離において、無機化合物層４０がハードコート層２０から部
分的にしか剥がれていないまたはそれより良好なものが好ましく、１回目または２回目の
剥離において、無機化合物層４０がハードコート層２０から部分的にしか剥がれていない
ものより良好なものがより好ましく、２回目の剥離において、無機化合物層４０がハード
コート層２０から全く剥がれていないものがさらに好ましい。
　このような接着性を有することにより、高温多湿下での無機化合物層４０への接着性が
向上する。
【００５０】
　あるいは、初期接着性試験および煮沸後接着性試験法を合わせた場合、本発明において
は、ハードコート層２０の接着性は、初期接着性試験の２回目の剥離にて無機化合物層４
０がハードコート層２０から全く剥がれていないものかつ煮沸後接着性試験の１回目剥離
にて無機化合物層４０がハードコート層２０から部分的にしか剥がれていないものより良
好なものが好ましく、初期接着性試験の２回目の剥離にて無機化合物層４０がハードコー
ト層２０から全く剥がれていないものかつ煮沸後接着性試験の２回目の剥離にて無機化合
物層４０がハードコート層２０から部分的にしか剥がれていないものより良好なものがよ
り好ましい。
　このような接着性を有することにより、高温多湿のような厳しい環境でも、経時変化が
起こりにくく、初期の接着性が維持できる。
【００５１】
　また、ハードコート層２０の柔軟性は、耐屈曲試験で評価することができる。耐屈曲試
験の値は、ハードコート層２０の材料や厚み、あるいは、ハードコートフィルム１が支持
体１０およびバックコート層３０を有する場合はそれらの種類や厚みによって異なってく
る為、本明細では、支持体として、帝人デュポン社製易接着付きＰＥＴフィルム「ＫＦＬ
１０Ｗ」の膜厚１２５μｍを使用し、裏面には易接着層以外の層を積層していない条件で
耐屈曲性試験を行っている。
　本発明においては、耐屈曲試験の値（ハードコート層にクラックまたは支持体からの剥
がれが初めて起こった鉄棒の直径）は、好ましくは６ｍｍ以下、より好ましくは２ｍｍ以
下であることが望ましい。耐屈曲試験の値が所定値以下とすることにより、ハードコート
層２０が柔軟性を有し、無機化合物層４０への接着性が向上できる。なお、耐屈曲試験の
値は、ＪＩＳ－Ｋ５６００－５－１（１９９９）に準拠した円筒形マンドレル法で測定し
た値である。



(10) JP 2018-58234 A 2018.4.12

10

20

30

40

50

【００５２】
　次に、本発明のハードコートフィルム１が備えるべき光学的特性について説明する。
【００５３】
　ハードコートフィルム１の光学的特性として全光線透過率（ＪＩＳＫ７１３６）は、好
ましくは８５％以上であり、より好ましくは９０％以上である。このような光透過性を備
えることにより、ハードコートフィルム１が貼着される表示装置等の視認性を妨げること
なく、無機化合物層４０への接着性を付与することができる。
【００５４】
　ハードコートフィルム１のヘーズ（ＪＩＳＫ７１３６）は、好ましくは４．０％以下、
より好ましくは、２．０％以下、さらに好ましくは１．０％以下、もっとも好ましくは０
．８％以下である。粒子の平均粒子径に応じてその含有量を調整することにより、好適な
ヘーズを保つことができる。
【００５５】
　次に、図１（ａ）に示す構造のハードコートフィルム１を例に、ハードコートフィルム
１の適用例を説明する。
　図２に、無機化合物層４０が積層されたハードコートフィルム（積層体）２の一例を示
す。積層体２は、ハードコートフィルム１のハードコート層２０上に無機化合物層４０が
接着されて積層体となる。
【００５６】
　無機化合物層４０として、光学調整層５０またはガスバリア層５１が挙げられる。
　光学調整層５０がハードコート層２０の上に積層される場合、ハードコートフィルム１
は、光学調整層付フィルム３に用いられる（図２）。また、図４(ａ)に示すように、光学
調整層５０の上にさらに透明導電膜６０が積層されることにより、本実施形態のハードコ
ートフィルム１は、透明導電性フィルム４に用いることができる。光学調整層付フィルム
３および透明導電性フィルム４は、静電容量式または抵抗膜式のタッチパネルの電極シー
ト部材として使用できる。
【００５７】
　光学調整層５０の無機化合物としては、透明導電膜６０の光学特性を調整するものであ
ればよく、ＳｉＯ２、Ｎｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ≦５）等があげられる。また、光学調整
層５０は、単層または多層で構成されてよい。単層の場合、図５（ａ）に示すように、光
学調整層５０として、例えば、ＳｉＯ２膜がハードコート層２０の上に成膜される。多層
の場合、図５（ｂ）に示すように、例えば、Ｎｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ≦５）膜およびＳ
ｉＯ２膜が、ハードコート層２０の上に、その順に積層される。ＳｉＯ２やＮｂ２Ｏｘ（
但し、４≦ｘ≦５）の積層は従来公知の方法でよく、スパッタ法や蒸着法より成膜される
。
【００５８】
　透明導電膜６０としては、スズドープ酸化インジウム(ＩＴＯ)、酸化亜鉛（ＺｎＯ）、
アルミニウムドープ酸化亜鉛（ＡＺＯ）、銀、銅又は銅の合金、カーボンナノチューブな
どからなる膜があげられる。透明導電膜６０の積層は、従来公知の方法でよく、ＤＣスパ
ッタやＲＦスパッタなどのスパッタ法や蒸着法より成膜される。静電容量式タッチパネル
に使用する場合、成膜した透明導電膜６０にエッチング処理をして所望の電極パターンが
形成される（図４（ｂ））。
　このような電極パターンが形成された場合、光学調整層５０は、その電極パターンの不
可視化をする。例えば、ＩＴＯ電極パターンを備えた透明導電性フィルム４の場合、図４
（ｂ）に示すように、光学調整層５０は、ＩＴＯ除去部分で反射された光７１とＩＴＯ残
存部分で反射された光７０との光学特性（反射率、色相、透過率など）の差を小さくし、
ＩＴＯ電極パターンを見えにくくさせる。
【００５９】
　一方、ガスバリア層５１がハードコート層２０の上に積層される場合、ハードコートフ
ィルム１は、ＥＬディスプレイ、ＥＬ照明、太陽電池などに好適なガスバリアフィルム５
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に用いられる（図２）。ガスバリア層５１の無機化合物としては、マグネシウム、チタン
、アルミニウム、インジウム、珪素、スズ、およびそれらの酸化物が挙げられ、これらを
単独もしくは２種以上を組合わせることができる。加工性やコストの点からアルミニウム
又は酸化アルミニウムが好ましく用いられる。ガスバリア層５１のハードコート層２０の
上への積層は、従来公知の方法でよく、スパッタ法や蒸着法より成膜される。
【００６０】
　本発明のハードコートフィルム１によれば、ハードコート層２０の無機化合物層４０へ
の接着性が向上できる。特に、経時変化が少なく、接着性が良好に維持できる。
【実施例】
【００６１】
　以下、本発明の保護フィルムの実施例を説明する。なお以下の実施例において、特に断
らない限り、「％」及び「部」はいずれも重量基準である。
【００６２】
＜実施例１＞
　厚み１２５μｍのポリエチレンテレフタレートフィルム（帝人デュポン社製　ＫＦＬ１
０Ｗ）の一方の面に下記処方のハードコート用塗工液を塗布、乾燥後、紫外線を照射し硬
化させ、厚み２．０μｍのハードコート層を形成し、実施例１のハードコートフィルムを
製造した。
【００６３】
＜ハードコート用塗工液＞
・バインダー樹脂
電離放射線硬化型樹脂　　　　　　　　３０部
（ユニディック１７－８１３：ＤＩＣ社、固形分８０％）
高分子量樹脂　　　　　　　　　　　　１５部
（アクリディックＡ１９５：ＤＩＣ社、固形分４０％）
（重量平均分子量：８５０００）
・反応性修飾粒子分散液　　　　　　　　　　　　　１５部
（ＳＩＲＭＩＢＫ３０ＷＴ％－Ｍ０６：ＣＩＫナノテック社、固形分３０％）
（シリカ粒子:平均一次粒子径３０ｎｍ、平均二次粒子径２００～３００ｎｍ）
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０部
・光開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４部
（イルガキュア１８４：ＢＡＳＦ社）
【００６４】
＜実施例２＞
　実施例１のハードコート用塗工液のうち、反応性修飾粒子の重量部を３０に変更した以
外は、実施例１と同様にして、実施例２の保護フィルムを得た。
【００６５】
＜実施例３＞
　実施例１のハードコート用塗工液のうち、反応性修飾粒子の重量部を６０に変更した以
外は、実施例１と同様にして、実施例３の保護フィルムを得た。
【００６６】
＜比較例１＞
　実施例１のハードコート用塗工液のうち、反応性修飾粒子を除いた以外は、実施例１と
同様にして、比較例１の保護フィルムを得た。
【００６７】
　上述した実施例および比較例で製造した保護フィルムについて下記の特性を評価した。
【００６８】
１．光学特性
　ＪＩＳＫ７１３６測定方法に従って、ヘーズメーター（スガ試験機社、型式ＨＧＭ－２
Ｋ）、カラーコンピューター（スガ試験機社、型式ＳＭ－４）により、各保護フィルムの
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ハードコート層を入光面として、全光線透過率（Ｔｔ）およびヘーズ（Ｈａｚｅ）を測定
した。
【００６９】
　３．「耐屈曲性」については、ＪＩＳ－Ｋ５６００－５－１（１９９９）に準拠した耐
屈曲性（円筒形マンドレル法）に基づき、直径が約３ｍｍと７ｍｍの鉄棒を用意し、それ
ぞれの鉄棒にてハードコート層付保護フィルムをハードコート層２０が外側になるように
それぞれ折り返して巻き付け、その巻き付けた部分のハードコート層２０にクラックまた
は支持体からの剥がれが生じるか否かを目視で観察する。その結果、３ｍｍの鉄棒にてク
ラックまたは支持体からの剥がれが確認できなかったものを「○」、３ｍｍの鉄棒ではク
ラックまたは支持体からの剥がれが確認できるが、７ｍｍの鉄棒ではクラックまたは支持
体からの剥がれが確認できなかったものを「△」、どちらの鉄棒でもクラックまたは支持
体からの剥がれが確認されたものを「×」として評価した。
【００７０】
　４．初期接着性試験（砂時計クロスカット剥離試験）
　上述した実施例および比較例で製造したハードコートフィルムのハードコート層の上に
、スパッタリング装置（芝浦メカトロニクス製：ＣＦＳ－４ＥＰ－ＬＬ）で、ＳｉＯ２ま
たはＮｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ≦５）をスパッタし、厚み約２００ｎｍの無機化合物層４
０を成膜した試験片を作製した（試験片作製工程）。
【００７１】
　次いで、図３に示すように、線分ＤＤ´および線分ＥＥ´が平行であって、これらの線
分の間の幅が２ｃｍになるように、無機化合物層４０の表面に切れ込みを入れた。次に、
線分ＦＦ´および線分ＧＧ´が互いに交差し、線分ＦＦ´およびＧＧ´の一端部がそれぞ
れ線分ＤＤ´に交わり、線分ＦＦ´およびＧＧ´の他端部がそれぞれ線分ＥＥ´に交わる
ように、無機化合物層４０の表面に切れ込みを入れた。この時、線分ＤＤ´、ＥＥ´、Ｆ
Ｆ´およびＧＧ´により形成される二つの三角形ＡＢＣおよびＡＢ´Ｃ´が、頂角３０度
かつ高さ１ｃｍの二等辺三角形となるように切れ込みを入れた。ここで、線分ＦＦ´およ
び線分ＧＧ´が交差する点を頂点Ａとし、線分ＤＤ´上の線分ＧＧ´および線分ＦＦ´の
交点をそれぞれ点Ｂと点Ｃとし、線分ＥＥ´上の線分ＧＧ´および線分ＦＦ´の交点をそ
れぞれ点Ｂ´と点Ｃ´とした（切り込み工程）。
【００７２】
　切り込みを入れた二つの二等辺三角形を覆うように、粘着テープ（ニチバン社製、セロ
テープ（登録商標））を接着させ、接着した粘着テープを所定の角度および速さで引き離
した（１回目の剥離）。ついで、１回目の剥離後の試験片に、新しく用意した粘着テープ
を用いて、１回目の剥離を行った同一場所にて、再度同様に剥離試験を行った（２回目の
剥離）。なお、上述した切り込みの仕方および連続して同一場所に２回の剥離を行う以外
はＪＩＳＫ５６００－５－６に規定されているクロスカット法に準拠して行った（剥離工
程）。
【００７３】
　この剥離試験において、無機化合物層４０がハードコート層２０から全く剥がれていな
いものを○（剥離無し）、無機化合物層４０がハードコート層２０から部分的に剥がれて
いるものを△（部分剥離有り）、無機化合物層４０がハードコート層２０からほぼ全部剥
がれているものを×（全部剥離）として評価した。
【００７４】
５．煮沸後接着性試験法
　無機化合物層がＳｉＯ２の場合、上記に説明した初期接着性試験の試験片作製工程後、
試験片を純水にて６時間煮沸した（煮沸処理工程）。次いで上記に説明した切込み工程、
剥離行程を行い、無機化合物層４０がハードコート層２０から全く剥がれていないものを
○（剥離無し）、無機化合物層４０がハードコート層２０から部分的に剥がれているもの
を△（部分剥離有り）、無機化合物層４０がハードコート層２０からほぼ全部剥がれてい
るものを×（全部剥離）とした。
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　無機化合物層がＮｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ≦５）の場合、上述した煮沸処理工程におい
て、煮沸時間が１時間であること以外は上述したＳｉＯ２の場合と同様にして試験および
評価を行った。
【００７５】
　表１に結果を示す。
【００７６】
【表１】

【００７７】
　接着性の評価について、実験例１～３のフィルムおける初期接着性試験のＳｉＯ２およ
びＮｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ≦５）に対する接着性は１回目および２回目の剥離において
すべて「剥離無し」であった。また、これら実施例の煮沸後接着性試験のＳｉＯ２に対す
る接着性は、１回目の剥離では「剥離無し」、二回目では「部分剥離有り」または「剥離
無し」であり、Ｎｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ≦５）に対する接着性は、実施例１以外は１回
目および２回目の両方の剥離においてすべて「剥離無し」であった。
　一方、比較例１のフィルムのＳｉＯ２およびＮｂ２Ｏｘ（但し、４≦ｘ≦５）に対する
接着性の評価は、初期接着性試験では実施例１～３のものより劣り、煮沸後接着性試験で
は「全部剥離」であった。
　これらの結果は、反応性修飾粒子２１を有する実施例１～３のフィルムは、高温多湿の
ような厳しい環境でも、経時変化が起こりにくく、初期の無機化合物層４０への接着性を
維持できることを示した。
【００７８】
　柔軟性については、実施例１～３は、比較例１より柔軟性を有していた。したがって、
ハードコート層２０が適度な柔軟性を備えることにより、無機化合物層４０への接着性が
向上していることがわかった。
【符号の説明】
【００７９】
　１・・・ハードコートフィルム、２０・・・ハードコート層、２１・・・反応性修飾粒
子、２２・・・バインダー樹脂、４０・・・無機化合物層、５０・・・光学調整層、５１
・・・ガスバリア層
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